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『秋田県農業法人協会 H31 新春放談会』開催概要 

 

１．趣  旨 

会員が抱えている生産・経営の課題等について、会員・賛助会員が徹底的な議

論を交わし合い、学び、相互連携を深め、その解決策や今後の方向性を模索する

ため、新春放談会（生産強化・経営強化研究会）を開催する。 

本放談会で出された意見については、必要に応じ関係機関・団体等に対する提

言への資とするほか、（公社）日本農業法人協会が実施する政策提言に対する本協

会の意見として提案する。 

２．主  催   秋田県農業法人協会 

３．共  催   公立大学法人秋田県立大学 

４．開催日時   平成３１年 １ 月１０日（木） 午前１０時３０分から 

       午後 ５時３０分まで 

５．開催場所   『 ホテルメトロポリタン秋田 』 

秋田市中通７－２－１ ＴＥＬ:０１８—８３１—２２２２ 

６．日  程 

〔司会進行〕 農業法人協会 桜田副会長 

（１）開会挨拶  農業法人協会 宮川会長            1０:30 開会 

秋田県立大学生物資源科学部 金田学部長 

（２）新春放談                                      10:40～17:30 

◇ メインテーマ 「２０１９年への経営展望と課題を放談」 

○ 助言者  公立大学法人秋田県立大学 

□ 内 容 

① 若手会員近況報告 

②  「魅力ある職場について」 《11:05～12:15》 

       座長：法人協会 菅野経営アドバイザー 

      ○情報提供  公益社団法人日本農業法人協会 政策課 板越課長 

③ 会員近況報告 

④ 「農協改革について」 《13:50～15:30》 

       座長：農業法人協会 藤岡顧問 

      〇情報提供  全国農業協同組合連合会秋田県本部 

⑤ 「スマート農業について」 《15:45～17:25》 

       座長：秋田県立大学 金田学部長 

      〇情報提供  秋田県立大学 生物資源科学部 西村教授 

７．参集範囲   公立大学法人秋田県立大学関係者、関係機関・団体関係者 

秋田県農業法人協会会員・若手会会員・賛助会員 
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『秋田県農業法人協会 H31 新春放談会』 

～２０１９年への経営展望と課題を放談～ 

意 見 ・ 発 言 概 要 

 

 

秋田県農業法人協会 宮川会長挨拶 

 

県立大学との共催は昨年に引き続き２回目となる。当

協会が設立され２５年が経過するが、全国の協会に先駆

けて設立されたことは当協会の誇りである。新たな時代

に向けての意気込みを語るような放談会にしたいと思

う。 

 

 

公立大学法人秋田県立大学 金田学部長挨拶 

 

秋田県農業法人協会と平成２９年９月に連携協定を

結ばせていただき、当大学としても活発な活動を深めた

いと考える。今日の３つのテーマは秋田県農業等にとっ

て極めて重要なテーマであると感じている。放談という

のはどんどん言い合う場、貴重な場でもあるので、お互

いの立場で意見を出し合ってそこから何かこれからの

秋田県農業のヒントになるようなことがつかめればい

い。今日は学生も参加しているので、学生の目線も含めて言い合ってほしい。 

 

 

【若手会員近況報告】 

 

【宮川会長】会員の皆さんから近況を報告いただく。午前中は、若い会員の皆さん

を中心に、午後は全会員の皆さんから。では、近況や本日の放談会で話したいこ

となどを簡潔にお願いする。 

 

〔今野農園／今野克久〕若手会の会長をしている。面積も増え連棟ハウスも増設し

とても忙しい一年を過ごした。今日のテーマの雇用の問題

やスマート農業はより必要と感じている。ドローンも勉強

しておりアドバイスをいただければと思うし、先の話にな

るがＧＡＰの取得も視野に入れている。 
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〔佐藤ファーム／佐藤雄樹〕今回初めて参加させていただく。米の生産販売と集荷

を行い販売は県内と関東の個人消費者を中心に、業務用は能

代市や県内と東北の飲食店に直接販売している。今年度食味

計付コンバインを導入し良いものを高く売ろうとした。価格

を３段階に設定したが、中間価格のお客さんが一番高いもの

へシフトしてきている。今後は、品種等を含めて考えていき

たい。 

 

〔須田商事／須田徹〕今回の放談会は非常に興味のわく内容

となっているので、勉強して持ち帰りたい。 

 

〔アグリ川田／川田将平〕７６ｈａ枝豆を作付けし、周りの平均収量、販売単価を

上回ることができた。ＧＧＡＰの認証が２月上旬におりる予定。

今日は人事評価や社内ルールを含めていろいろ勉強して持ち

帰りたい。 

 

 

 

〔秋田県立大学学生〕神奈川県出身、将来は秋田県の農業法人で働きたいと思う。

今日はよろしくお願いする。 

 

〔秋田県立大学大学院生〕埼玉県出身、非農家。農業経済系の研究をしている。現

在大潟村に住んでおり、アスパラ農家や米農家等でアルバイトをしている。進路

はまだ決めていないが、農業法人への就職も視野に入れている。アルバイトでの

経験を含めて本日は発言できればと思う。どうぞよろしくお願いする。 
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【テーマ１】魅力ある職場について 

◇ 座  長  秋田県農業法人協会 菅野経営アドバイザー 

○ 情報提供  公益社団法人日本農業法人協会 板越課長 

 

【菅野アド】今日は穏やかな天気で今年幸先いいのかなと多少

なりとも思ってもらえればと思う。また、それにふさわしい

放談会にしたいと思っている。特に、学生ががっかりしない

ような活発な意見交換を時間の許す限りお願いしたい。日本

法人協会の板越課長から情報提供を。 

 

《日本法人協会／板越課長》資料①に基づき情報提供 

 

【菅野アド】思いのたけを存分にお話いただくというのが趣旨

です。予めご意見をいただいていますので、その趣旨や考え方

を発表してもらいます。 

 

〔みらい共創ファーム秋田／高橋〕農作業における女性の雇用

について、今後採用拡大を検討されているかお聞きしたい。 

 

【菅野アド】情報を得たいということでいかがですか。これは後で議論を深めてか

らということで、次は正八さん。 

 

〔正八／宮川正和〕雇用する側とされる側、双方の職場の魅力とは何かを聴きたい。 

 

【菅野アド】働く人が職場を選ぶには客観的に職場を知ることから始めると思うが、

学生さんはどこで判断しているか。 

 

〔県立大学学生〕自分が将来自立しようとする時に、それを支援してくれるような

職場（農業法人）を求めている。 

 

【菅野アド】代表者が支援を約束してくれれば、長時間労働や低賃金でも問題ない

か。 

 

〔県立大学学生〕それは・・・、いろんな繋がりのある代表者がいればありがたい。 

 

【菅野アド】大学院生さんはどうか。 

 

〔県立大学大学院生〕私も学生さんと同じで、農業法人に勤めることとなれば独立

支援という面のフォローに加えて、現場で一緒に作業していただけるような環境
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があればと思う。 

 

【菅野アド】社長の人間性なのですね。種沢ファームさんは、これからの職場環境

をどう整えていけばいいか。 

 

〔種沢ファーム／伊藤満〕経営者変更に伴って９名の社員のうち７名が退社した。

退職理由は経営者の変更が最大の要因と聞いている。若い人

たちの考え方を経営に取り組むと同時に戦力として地域が

支えなければ、経営者が変更しても地域が支えるという風土

がなければ若い人は育たない。 

 

【菅野アド】会社法人と組合法人の違いが出たように思う。ご意見いただいている

秋田共栄物産さんはどうか。 

 

〔秋田共栄物産〕仕事の量は増える一方だが、働き方改革などの法整備で時間の制

約も強いられる中、効率を上げるためどのような取り組みを行っているのか聴き

たい。我が社では内務は整理整頓や優先順位をつけ効率を上げるように取り組ん

でいる。営業は時間の使い方の見直し、電話で済ませるものは電話で等、無駄な

残業の排除などに取り組んでいる。 

 

【菅野アド】働きすぎをどう解消するか、時間の使い方の取組みをお話しいただい

た。事前質問があった渡部パイプさんはどうか。 

 

〔渡辺パイプ〕経営者交代に伴う構成員の確保に関して、当社で今後の対応を考え

なければならないと思い質問した。 

 

【菅野アド】経営継承を含めてどう準備して会社として対応すべきかと取組事例が

あれば紹介していただきたいということでした。会員皆様も世代交代についても

共通の課題とも言えますね。後ほど話が出れば紹介したい。次に秋田銀行さん。 

 

〔秋田銀行〕従業員の獲得のために魅力ある職場作りが必要であると思うが、何か

工夫されていることがあればご紹介いただきたい。 

 

【菅野アド】事前にご報告いただいた方々にお話しいただいた。これをベースに議

論を深めていきたい。会員皆さんは社則や社訓はあるか。日々それを確認するこ

とでやる気等が醸成されるのではないか。 

 

〔大和農園／大塚和浩〕社是・経営理念は名刺に記載している。毎日唱和はしない

が年に１回は全社員を集めて私が説明する。私が考え私の目標であり社員がどう

捉えているかは別問題でそこが大きな問題だ。社長と社員が考えている方向が違
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えば上手くいかない。社員はパートも含めて２５名いるが、皆あちこちを見てお

り、収拾がつかないというのが大きな悩み。社是は雇用の際に

伝えるし重要なことは口で伝える。労働力不足もあり基本的

には全員採用まずは働いてもらうというスタンス。３１年度

も採用予定で来てくれることはうれしいが、定着率の向上が

課題だ。我々の零細企業は研修を行って人を育てるというこ

とは難しい。法人協会等の団体を活用しながら社員教育をしていきたい。 

 

【菅野アド】先ほど種沢ファームさんから組合法人ならではの問題点や悩みが出た

が、たねっこの工藤さんは従業員等の人材育成はどうしているか。 

 

〔たねっこ／工藤修〕農の雇用事業を活用しながら採用し育てている。退職者は体

調不良１名いたが他は在籍している状況だ。経営改革は経

営者側が頑張ることで従業員がついてくる。地域貢献でき

る法人が今後残っていけるのではないかと職員に伝えてい

る。来年は新卒を２名採用する予定で、外国人労働者等につ

いては今のところ考えていない。 

 

【菅野アド】働きやすい環境づくりのため、何か行っているか。 

 

〔北鷹ファーム／藤嶋健一〕農業は朝から晩までのというイメージがあり働く時間

を短くしたい。出勤時間の調整（従来は毎日８時、収穫時期等

は作業が始まる１０時とか）と時間単価を上げた。効率的な仕

事をして経費がかからなくなった。働いている人の年齢構成は

退職後の方が多いので６０歳から７０歳くらい。 

 

【菅野アド】その職場で働きたいかというのは、年齢のよって価値観が違ってくる

のかもしれない。 

 

〔藤岡農産／藤岡茂憲〕年齢によって仕事に対する考え方が大きく違う。高校や大

学の先生方にお願いしたいのは、社会に出て仕事をする意味をもう一度考えても

らわないと困る。受け入れ側の賃金ももちろん大事だが、給

料をもらって働くことはどういうことか、学校や親御さん

がきちんと教えてほしい。言うことは一人前だが、やること

がついてきていない子が多い。技術は会社で教えることは

できるが、最低限の躾（挨拶ができない、時間を守らない）

がなっていない。それで始めて職場の環境整備等話ができると考える。自分で学

んで向上心を持ち独立というような意識でやるべきで環境整備というのは早い。

世界と比べると日本は生産性が非常に低い。働き方改革は受け入れ側の話が多い

が働く人も含め双方向の整備が必要だ。 
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【菅野アド】教育の問題が指摘された。 

 

《県立大学／金田学部長》双方向というのは非常に大事だ。県立大学が出来て２０

年だが卒業生の３割が地元就職できるよう目指している。我々

も学生には社会のことを伝えているが、出来れば皆さんと直接

触れ合う場、定期的に若者が集まって勉強する場所と機会に学

生も参加させて、実際に働いている人との意見交換をするよう

なことを作りたい。日常的な場づくりを我々も考えるので、新

年度の新たなテーマとしたい。我々も双方向ということについて同感である。 

 

【菅野アド】平成生まれの若者は仕事等に対する考え方が違う。家でＰＣをいじっ

ていくら儲かったとかそういう時代だ。藤岡農産さんの考えは昭和の考え方だ。

平成が終わり次の時代が来る、過去の価値観でもって今の若者はだらしないと言

っても始まらない。 

 

〔米道ふたつい／桜田善仁〕我が社は米一本の会社で役員が２名、正社員が２名、

アルバイトが２名の６名の会社。取引先はおむすび屋のチェーン店である。一番

気を付けているのは作業する時に必ず結果がこうであって

ほしいということ理由付けし重点的に伝え、納得したうえで

作業に取り組んでもらう。求められる結果を共有したいとい

うこともある。もう一つは、福利厚生等環境整備ももちろん

大事だが、作業している人が必要とされているかが一番大事

だ。取引先の店舗に従業員を連れていき、携わったお米が消費者に渡る瞬間を見

せる。チェーン店の従業員との情報交換も行い自分が必要とされているというこ

とを認識してほしいとの思いがある。 

 

【菅野アド】やる気を引き出し、維持し、なおかつそれを日夜確認している。 

 

〔中仙さくらファーム／田村誠市〕職場環境の改善や人材育成は、失敗の連続であ

る。退職者が出れば改善策をたて、実践し、その繰り返しでやっ

ている。すぐ対応するというのが重要と考える。 

 

 

 

〔大和農園／大塚和浩〕作業は新卒とベテラン（退職者）でチームを組ませて相談

しやすい環境を作っている。農の雇用事業の定着率１／２の考え方については改

善を求めたい。 

 

〔佐藤ファーム／佐藤雄樹〕職場環境の改善は試行錯誤しているところだ。私と一
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緒に思いを共有してくれる従業員がいないと育たない。年明け私の思いを従業員

に伝えたが伝わったかどうか。就職希望者の面接をするといろいろな方がいるこ

とを実感する。独立希望なのか雇用就農を希望するのか。普段から従業員の意見

を聞いてできるだけ気をつかっている状況にジレンマを感じる。 

 

【菅野アド】大和農園さんのところで組み合わせの工夫で孫・子くらいのある方を

あえて組み合わせるとあったが、須田商事さん何かあるか。 

 

〔須田商事／須田ミヱ子〕当社は正社員が８名、臨時２名だが、採用面接で農業は

収穫等楽しいこともたくさんあるが、自分の身体を動かせな

いとできない、辛くて難儀であるそれでもできるかと確認す

るが、辞める人もいる。年齢構成は、孫のような２８歳から

３５歳で、ミーティングで今日の作業内容、これからの仕事

の提案等みんなで話し合っている。 

 

〔須田商事／須田徹〕従業員とは世代が近いこともあり、雰囲気は大変良いと言え

る。昔は派閥のようなものがあったが今はなく働きやすい環境だ。社長に意見を

言える人があまりいないので、私が率先して間に入っている。 

 

〔相川ファーム／菅忠一郎〕体調を崩したこともあり今年度から方針を変えて朝７

時半からミーティングを実施している。その中で、年齢を問わ

ず意見を出してもらう等、従業員間のコミュニケーションを促

すようにしている。 

 

 

 

〔ミツ農研／金光人〕週休２日制が当たり前の中で３６５日管理が必要な農産品を

作る会社に留まってもらうには工夫が必要で、まずは普通の

会社になることだ。出退勤時間や休日等はもちろんだが、会

社が儲かれば従業員も儲かるし会社が損をしたら我慢して

いただき、出すべきものは出すようにしている。また、ただ

やってくれだと言われたことしかやらないので、なぜこの作

業をするのか教えている。意味も分からず働いている若者が多いように感じてお

り、我々経営者がこの仕事の意味を考えられるよう指導する必要がある。 

 

〔みらい共創ファーム／高橋義浩〕繁忙期はハローワーク等で人材の確保を行って

いるが、なかなか集まらない現状がある。繁忙期に機能的に人材を確保できる仕

組みがあれば助かる。 

 

〔アグリ川田／川田将平〕始めたばかりだが、農閑期の土曜日に資材名等の勉強会
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を実施し、３か月に一度個人面談と慰労会（飲み会）も実施している。職歴の長

いものを班長とし班の指導を任せている。全体朝礼の他に朝のミーティングも実

施しコミュニケーションを図る。今後は不定期だがＧＡＰ等の研修会の開催を検

討している。社員の家族への感謝を伝える手紙等も検討している。 

 

〔今野農園／今野克久〕家族経営だが今年の８月に一人採用した。働いてくれるこ

とに最低限感謝を持つ意味で農閑期である１月は休みを与えたが、従業員との話

し合いの中でどう働きたいかを詰めた結果だ。一人なので話やすかったのかもし

れないし、これが従業員にとってよかったのか現時点では何とも言えないが、今

は好きなことに時間を使っているようだ。 

 

【菅野アド】時間となった。就業規則の策定や雇用保険の加入等整備されて当たり

前のことだが、職場環境を整えるには日々の経営の中でどう生かし工夫していく

か重要であることを痛切に感じた。その前提として経営者と従業員の信頼関係が

必要で、信頼関係を築くにはどのようにコミュニケーションをとるか考える必要

がある。また、農産物を誰のために作るのか、手にとってくれた人に喜んでもら

うために会社は存在するという、経営者としてその原点をわきまえていることが

大事だ。 

本日の話合いが皆様の今後の経営に役立つことを願う。 
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【会員近況報告】 

 

【宮川会長】午前中と同様に会員皆さんから、近況や本日の放談会で話したいこと

などを簡潔にお話しいただきたい。 

 

〔正八／宮川正和〕昨年はねぎの部門を分社化した。外国人の

研修生が今年の４月に３名来る予定で計９名になるが、冬場

の仕事がなく課題だ。熊谷の方にネギ主体の農場を作ったの

で、外国人研修生を回して周年で働けるよう現在計画してい

る。また、生産性向上も併せて目指したい。 

 

〔米道ふたつい／桜田善仁〕昨年は不作で集荷にとても苦労したが、取引先の数量

は確保できたので一安心だ。今年１０月に消費税率１０％になるので危機感をも

っている。以前８％の時は送料が年間で大体１．５倍程度増加した。首都圏が取

引先であり危惧している。また、地域の高齢化でリタイアが増え大規模化に伴い

人材をどう育て確保するかが大事だ。いかにしてノウハウを情報伝達していくか、

栽培、作業管理のソフトの導入等まだまだ完成度は低いが活用したい。農業を取

り巻く環境が日々変化しており今一度周りを見渡して、当社が進むべき方向性を

整理しながら進めたい。 

 

〔中仙さくらファーム／田村誠市〕道の駅の農家レストランは昨年１１月末で残念

だが閉店した。閉店して良かったことは、店長であった嫁さんの機嫌が非常に良

くなったことだ。経営の方は変わらずだ。 

 

〔藤岡農産／藤岡茂憲〕昨年は全県的に不作であったが、当社は前年対比でプラス

となった。皆が不作の時に収量をあげるのがプロの技だ。天候に左右されるのが

アマチュアであり左右されないのがプロであると自負している。昨年から輸出米

の取組みを始めた。また、大野台グリーンファームのメガ団地の工事が完了し４

月から全事業がフル稼働となる。一日でも早く売り上げ１億円を達成したい。 

 

〔大和農園／大塚和浩〕一昨年からメガ団地のサテライト型を導入しネギを拡大し

ている。労働力不足でハウスではチンゲンサイ、露地ではネギと２品目に絞って

いる。昨年５月に２品目についてＪＧＡＰ認証を取得した。販売はＪＡのネギ販

売額が３月までで１５億円を達成しそうで、ＪＡ出荷は現在７割を超えた。また、

ここ数年高校の新卒を採用してきたが退職が多く困る。Ｈ３１年度は実習にきた

１名を採用予定で、今後は外国人実習生も視野にしたい。収入保険は非常にいい

制度であると思うが資金繰りの関係で加入は見送る。 

 

〔須田商事／須田ミヱ子〕稲作一本で４０ｈａだがこれ以上の面積の拡大は経営を
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圧迫する。設立以来、播種米契約をしている会社が９割を超え、粒の大きい味の

良いものの提供に心掛けている。初めから有機栽培に取り組み価格は通常米の倍

の価格で販売している。栽培に従業員は難儀しているが会社の中の雰囲気は良い

ように感じている。これからの農業は規模拡大すれば儲かるとの考え方は捨てな

ければならないと感じている。単なる規模拡大はコスト等の考えるとマイナスに

なる可能性がある。ＧＡＰ認証取得に取り組みたい。 

 

〔正直農園／柴田正貴〕米・そばともに２０ｈａほど、ネギのメガ団地のサテライ

ト型を導入している。外国人（中国）の研修生が５人ほどいる。

今年はさらに３人増やす予定だ。規模拡大に取り組むが規格が

なかなか揃わないことに大変苦労した。規格外品が増え加工部

門や食品会社への提供等を検討している。 

 

〔種沢ファーム／伊藤満〕誰のために物を作るのかが最大のテーマになりつつある。

市場評価を得るため１０年近く取り組んできた市場出荷だが、昨年は出荷量が半

減し検討結果、今年は出荷をやめる。生産者は消費者あってのものでおいしいと

いう言葉が一言あるだけでやっていける。今後も消費者のために作るという思い

をもって生産活動に励みたい。 

 

〔相川ファーム／菅忠一郎〕３０年度は関係者の尽力のもと、農林水産省事業の担

い手確保経営強化支援事業を活用しミニライスセンターを整備した。経費削減に

繋がっている。また、中山間地域で荒廃地が目立っており、今年は地域貢献の一

環として、荒廃地をなくすために真摯に取り組みたい。 

 

〔たねっこ／工藤修〕３０年度も作付面積は若干増え、販売は冷凍商品用のカット

野菜を中部地方にまで収めたが今年は昨年以上の需要がある。ＪＧＡＰの指導員

もおり加工部門はＨＡＣＣＰ認証もあり、対外的な評価をいただきながら取り組

んでいく。高齢化は今後避けて通れないので我々が地域をどう守っていくかが課

題だ。若い人には技術面だけではなく経営面も頑張ってもらいたいので、耕作計

画の作成を経験させた。スマート農業等の様々な情報をつかみながら適格な判断

を行い地域また職員がついてきてほしい。 

 

〔ミツ農研／金光人〕カイワレ大根を中心にスプラウト野菜を水耕栽培し工場生産

している。工場生産野菜は野菜の価格が高騰した際にはキャパを超える注文があ

り、逆に野菜の価格が安い時は注文数が減るという傾向がある。少量でも高い栄

養価がある特徴をアピールしながら今年は新たなスプラウト野菜の加工品を手掛

けようと考えている。 

 

〔北鷹ファーム／藤嶋健一〕平成２４年４月に２６ｈａでスタートした。３１年度

は１５０ｈａまで規模を拡大する予定だ。高齢化で耕作者の減少に伴い農地をど
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うするかは県全体の課題である。面積の拡大に伴い３１年度は農業機械の大型化

（整備）に４０００万円の投資を行う予定だ。 

 

〔未来共創ファーム／高橋義浩〕設立３年となり昨年からたまねぎの生産をはじめ

た。初年度はうまくいかないことが多々あったが２年目の今年は失敗経験を活か

して頑張る。 

 

〔樽見内営農組合／渡部一男〕稲作中心で今年度は不作であ

った。当法人は米の輸出に取り組んでおり月平均１３．５ト

ンほど輸出している。昨日も受注があり米が足りない状況

に陥っており応援してくれる方がいたらご協力いただきた

い。 
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【テーマ２】農協改革について 

◇ 座  長  秋田県農業法人協会 藤岡顧問 

○ 情報提供  秋田県農業協同組合中央会 営農農政部 杉渕次長 

 

【藤岡顧問】本来であれば意見を申し上げる立場でやりたいが、

会長の指名により暫時の間座長を務める。皆様のご協力をい

ただき進めていく。まずは情報提供から、秋田県農業協同組

合中央会の杉渕次長からお願いする。 

 

《ＪＡ秋田中央会／杉渕次長》資料②に基づき情報提供 

 

【藤岡顧問】農協は我々農業法人にとって身近な存在であり、他人事ではないとい

うことで敢えてこれをテーマとした。時間の許す限り、議論していきたい。まず

は、ＪＡの一本化について質問があればお願いしたい。 

 

〔大和農園／大塚和浩〕２０２４年県１ＪＡの実現とあるが決裂という言葉しか浮

かんでこない。農協の関係者に話を聞くとできるはずがないという言葉を耳にし、

関係者が本気ではないと認識する。現在、３つの農協との付き合いがあるが農協

間で温度差があるのではないか。特に営農指導、資材販売、生産物販売等に大き

な開きがある。対応の悪い農協に関わっている農家はかわいそうで本気になって

合併しその効果を農家に与えてほしい。 

 

〔米道ふたつい／桜田善仁〕県１ＪＡは大賛成だ。ＪＡの問題はたくさんあるがそ

れは単協の状態が良くないからで、時代の変化に農業協同組合の仕組みが馴染ん

でいないからだ。その変化に対応しようという努力も見受けられないので、１本

化でやるしか方法はない。高齢化で農家が減少すると必然的に組合員数は減る中

単協で存在することはあり得ない。農家のことを考えれば早急に１本化を進める

べきだ。 

 

【藤岡顧問】言いにくいこともあろうが、よろしくお願いする。 

 

《ＪＡ秋田中央会／杉渕次長》１本化についてご支持いただき感謝するが、ご指摘

の中身について賛成できかねない部分がある。協同組合を一つの法人としている

のでその中で考えると人的結合体、弱小産業者の集合体で作っ

ていくのが協同組合の思想である。規模拡大に伴い大きな事業

体になったから母体となる法人を集約したほうが良いというよ

りは、人的なものに繋がって進めることが必要だ。株式会社で

あれば取締役会等で意思決定がスムーズであるが、協同組合の

場合は総会の前に役員会等意思決定に段階を経る必要がある。協同組合は人に基
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づくものであるからここを崩すわけにはいかない。今回の農協改革において政府

は、協同組合のような遅れた仕組みはいらんという言いっぷりもある。協同組合

という思想・理念というものを地域に残さなければならないことを認識いただき

たい。 

大和農園さんのＪＡで対応が違うというのは一部のＪＡの営農部署の低迷が問

題か。１４ＪＡそれぞれやり方があるが顧客に不快感を与えるやり方はどうかと

思うので改めるべきで各ＪＡへお繋ぎしたい。 

 

【藤岡顧問】農協は様々な農産物を販売しており１本化することで販売への影響が

大きいと思う。１本化による販売面でのメリットについて伺いたい。 

 

《ＪＡ全農あきた／吉田次長》園芸作物に関しては、一般的には普段の生活で食べ

る機会の多い野菜は基本的に「量は力」であり、一般野菜は

秋田県が１ＪＡになった際、秋田県１本で販売するのはメリ

ットだ。地域性を考慮しながらも見直すべきところは見直す

ことが必要となる。果樹等の嗜好性の強い商品は、それぞれ

の地域性も考慮しながら、その商品性で生き抜くやり方もあ

り、大きくは２つの方向性がある。 

 

【藤岡顧問】合併して１ＪＡになれば営農指導等の組合サービスは今よりも良くな

るのか。それとも職員数も減少してきめ細やかかサービスができなくなるのか。

組合員が一番気にしているところであるのでどう考えるか。 

 

《ＪＡ全農あきた／斉藤次長》営農指導は中央会とタッグをくんでおり実質は中央

会の指導力が大きいが、全農ではＪＡ間、ＪＡ内で営農指導員の格差があること

認識している。今後は格差を出来るだけなくしていきたいと考

え、あらゆる研修の機会を作り積極的な参加をより一層推進し

たい。また、格差の問題を解消するには階層別の研修も必要と

認識しており、研修体系を中央会とともに作っていきたい。考

え方や出向く体制の部署もＪＡによって違うので、農家の情報

を縦割りではなく横ぐしを通した形で吸い上げて農協の事業に生かす仕組みを検

討している。 

 

《ＪＡ秋田中央会／杉渕次長》営農指導は当会で今後の検討を行っている。当会、

全農を含め人材不足の状況であり３０代、４０代が空白の年代だ。ノウハウのあ

るベテラン職員が若手職員に伝えているところで、今後は補足していかなければ

ならない。法人からは経営指導をしてほしいという声をよく聞くので、要望を踏

まえ経営指導ができるような研修も取り入れ人材を育成している。 

 

【藤岡顧問】１本化の話題はここで区切りたいと思う。それ以外で皆様から何か質
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問があれば。 

 

〔正八／宮川正和〕組織改革はそれぞれの組織がそれぞれの理解をしている状況で

はないか。農協改革というがまずは農協の組合員改革が先ではないか。組織とし

ては意識改革が芽生えてきているように感じるが、組合員を見ると昔ながらで変

わっていない。そこが変わらないと結局組織は変わらない、実効性ある改革はで

きないのではないか。現在の改革では次のビジョンが見えていない。 

 

【藤岡顧問】農家、農業法人等と農協との今後の関係性について県立大の長濱先生、

何かアドバイスを願う。 

 

《県立大学／長濱教授》単協に差があるため合併しなければならないが、合併すれ

ば何とかなるという考えではいけない。問題が何も解決して

いない。農協は国の政策に沿ってどういう方向へ進むのかど

う存在を示すのか。秋田県の農業ビジョンを掲げて何か光る

ものを作りそこに農協として関わり、職員、組合員も含め頑

張っていくような形がないと難しいのではないか。２０３０

年に生産年齢人口が５割を切る。その時組合員という話にはならないのではない

か。県、ＪＡ等すべてが連携しなければならない状況がくる。 

 

【藤岡顧問】ＪＡグループのトップが政治家に叩かれても反論しない。ＪＡグルー

プは組合員が出資している組織であり何か言われても人の組織に口出しするなと

いうくらい。組合員の立場に立って国が何を言おうが、自分たちの組織は自分た

ちで改革するという声を出せば組合員も職員もついてくる。農協はダメとマスコ

ミで騒がれているがそれに組織として反論しないから沈滞ムードが現場に蔓延す

る。我々はもっと農協に頑張ってほしいし切磋琢磨しながら一緒にやろうとして

いるが、農協が我々から離れていっていると感じ残念だ。 

 

〔大和農園／大塚和浩〕法人設立当初は農協にはマネージャー、サポーター等とし

て大変期待した。実際頼れば頼っただけ返ってきたが最近なくなった。慣れすぎ

たのかもしれない。農協は敵ではなく我々の傍にいてサポーターとして指導、販

売等してくれるからこそ、合併について厳しい言葉を掛けた。合併はレベルの高

いものになってほしい。人がいないため単協の職員は悲鳴を挙げているのが現状

でプロは育たない。お互いにパートナーとして高めあいたいので人材に育成に力

を入れてほしい。 

 

〔中仙さくらファーム／田村副会長〕県１ＪＡは反対だ。一つになると比べようが

なくなってしまう。以前、ＪＡ合併の際スケールメリットから資材が安くなるは

ずが逆に高くなった経緯がある。大きくなりすぎると営農センター等との関係が

希薄する懸念があり、現状では良くなるとは思えない。 
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〔アグリ川田／川田将平〕資材関係は他の競争相手と比べてしまう。資材の仕入れ

で競争させることで安く提供できるのではないか。誰のために仕事をしているの

かに行きつくのではないか。営農指導で経営分析の話は出たが農協こそＩＣＴを

導入すべきではないか。この先も付き合うことは間違いないしなければ困る組織

だから、常に変革して組織内でも競争し時代に合わせ変わっていく仕組みを作っ

てほしい。 

 

【藤岡顧問】若い世代との付き合い方が非常に大事だし、付き合う相手も考えるべ

きだ。これからも建設的な意見交換を行うべきでペーパーだけのやり取りではう

まくいかない。我が社は米を売っている会社ではなく人を売っている会社である

と従業員に話している。アナログからデジタルへ大変便利な世の中になった一方、

人間関係の希薄化を危惧する。 

 

〔正直農園／柴田正貴〕資材の値段は気になるところでＪＡグループという大企業

が小規模の会社より値段が高いというのは、物流等に何かあるのかと疑ってしま

う。合併の前に早急に見直してほしい。 

 

【藤岡顧問】情報をオープンにして競争してほしいし、組合員にわかるようにして

ほしい。 

 

〔種沢ファーム／伊藤満〕近場の農協の内容は良いと思うが農協の経営陣に関係機

関からの天下りがかなり多く、目的をもって経営者になるではなく自分自身のた

めに経営者となっている。この方々の立候補に対し組合員が違和感を感じないの

は農協に興味がないからだ。若い人が理事になる風潮がないし役員改革をしない

と農協改革を行ってもあまり変わらない。米以外の価格は農協の力があまり働い

ていないと感じる。生産者が間に合う価格を買い手に強く主張していくような商

品を作る努力を怠っているのではないか。 

 

《ＪＡ全農あきた／吉田次長》野菜は卸売市場流通が太宗の中で動いているが、産

地側から価格を提示し数量や価格、規格等を決める予約相対販売や、卸売市場を

通さず直接ユーザーへ届ける直接販売がある。例えば、「ある品目をある時期に１

００ケース出荷する」と決めても産地の状況により出荷できない場合もあり、ま

た、確約ができれば価格を決定できる。園芸作物は非常にブレの多い作物であり、

産地側とより精査して進めれば、種沢ファームさんの求める部分に近づける。 

宮川会長に今取り組んでもらっているが、ネギの加工で１本売りではなく中食・

外食事業用としてカット業者へ出荷している。３～４か月程度のスパンで１週間

に〇本届けますというように販売金額や手数料等を明確にして取引している。よ

り取り組みを強化したいと思うので今後も情報交換を密にしたい。 
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〔正八／宮川正和〕気が付けば売り上げの半分以上が全農さんである。農協は組合

員一人一票で運営され理事が選出されるが、経済活動としての出資金の額もそれ

ぞれ違っている。理事として組合員から支持されている人と経済活動をして農協

の中で経済割合の大きい人が必ずしも一致しない。運営と経済活動の関係が合致

していないためそれぞれの運営に関して文句がでてくるのではないか。農家も農

協単位、市町村単位で営農活動していないのでこれからもその傾向が強くなる。

農協が捉える農家の枠組みがもう時代にあっていないので、農協改革で整理する

とは思うがどうしても表面的な改革となるのではないか。 

 

【藤岡顧問】これから秋田の米をどうやって売っていくか、戦略ビジョンがあるな

ら教えてほしい。 

 

《ＪＡ全農あきた／大野次長》３０年１０月から首都圏の卸会社を中心に秋田米の

需要動向調査を行っており、複数年契約を主軸とした事前契約を進めている。産

地指定の考えをもった卸会社もあり実需者の販売計画をもとに、前年から事前契

約を行い秋田米の販売に努力している。事前契約は、例えば

ＪＡから集荷した米のうち８割を事前契約に結びつけ安定

販売に５・６年前から取り組んでいる。ＪＡ直売をやめてと

は言わないが我々と同じように最終的な実需者と確約した

契約を締結するよう話している。 

仮に８割に満たない場合はＪＡ直接販売計画を見直し、備蓄米等の水田活用米

穀に振り替えるよう働きかける。また、生産年前年から次年産の需要動向調査の

結果、３１年産から３３年産まで２３万トン程度の需要があるため、ＪＡ集荷数

量及び連合会委託米の集荷数量積み上げのため、全農として今後は、ＪＡと一緒

に法人等へ訪問して「業務用需要」向けの契約栽培を提案する。 

 

【藤岡顧問】物の売り買いはハッタリの掛け合いだ。農家がきっちりと再生産でき

るような価格で複数年契約を望む。農家のためにぜひとも頑張ってほしい。 

 

《県立大学／長濱教授》農協に期待することは情報開示だ。組合員への情報提供が

少なすぎる。また、総合力をいかに発揮するかということを農協改革で議論して

ほしい。スマート農業、農機メーカーがやる話が出ているが、そこにも農協が関

わってほしい。 

 

【藤岡顧問】融資担当や営農担当等のセットでの訪問、相談対応をお願いしたい。

農林中金さん何かあるか。 

 

《農林中金》農業資金の需要があったら審査はあるがメニューを揃えているのでご

利用願う。県域営農センターで全農・中央会と一緒に訪問させていただいいるの

で、何かあればお気軽にご相談下さい。 
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【藤岡顧問】農協改革等は批判的な意見よりも応援するような意見が多かった。秋

田県農業法人協会は全農さんや中央会さんとはいい関係を築けているように感じ

ている。お互いが足を引っ張るようでは秋田県農業は発展していかない。同じ農

業に携わる団体としてお互いが切磋琢磨しながら、自己改革をしながらやってい

きましょうということをお願いしたい。 
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【テーマ３】スマート農業について 

   ◇ 座  長  秋田県立大学 生物資源科学部 金田学部長 

○ 情報提供  秋田県立大学 生物資源科学部 西村教授 

 

 

【県立大学／金田学部長】秋田県の農業をこれから元気にする

ために、スマート農業を現場でどのように生かせるのか、ま

た、生かすのかということについて活発な意見交換をお願い

したい。そのきっかけとして、情報提供を行う。  

 
《県立大学／西村教授》資料③に基づき情報提供  

 

【県立大学／金田学部長】まずは、今の情報提供について何か聞きたいことはあり

ますか。  

 
〔ＪＡ三井リース〕人に怪我をさせた際や万が一といった場合の責任の所在につい

て、今後扱う人にとって非常に重要だ。現在の方向性があれば教えてほしい。 

 

《県立大学／西村教授》非常に難しい問題だ。自動運転についても確立していない

状況であり、弁護士が集まって研究をしている最中であると聞

いている。その辺はどうなるか現状ではわからない。 

 

 

【県立大学／金田学部長】生産現場に役立つという視点が重要だ。近況報告の中で、

スマート農業を導入されている話があったので、もう少し詳しく紹介いただきた

い。  

 
〔今野農園／今野克久〕連棟ハウスの管理にはハウスの開閉や天水管理を誰もいな

くてもセンサーで管理できればと思い設置した。温度・湿度・二酸化炭素・日射

計等のセンサーを取りつけＰＣでデータを取っており、データ集めを冬までに終

わらせたい。そのデータはスマートフォン等で遠方でも見ることが可能だ。  

 

【県立大学／金田学部長】たねっこさんはドローンで生育診断を行っているようで

すが。  

 

〔たねっこ／工藤修〕スマート農業は、農研機構さんと共に手掛けている。ドロー

ンを活用した土壌分析結果等を見える化することで、若い社員の理解が深まって

いるように感じる。土壌分析は細かなところまではでないが、肥料の散布状況が

わかる。若い社員はドローンに興味があるようで、すぐに操作できるようになっ



- 20 - 

た。若い人が興味をもっているので上手く経営に結びつけばいい。  

 

【県立大学／金田学部長】ミツ農研さんは水耕栽培なのでこれに近い制御をしてい

ると思うがいかがか。  

 
〔ミツ農研／金光人〕生産面の制御よりは出荷面の省力化でロボットや梱包機の設

備を整えている。機械の操作を覚えることで誰でも生産、パック詰め作業はでき

る体制となる。生産は温度管理等が簡易なものであり、スマート農業と言えるよ

うなものではない。 

 

〔藤岡農産／藤岡茂憲〕ドローンは一昨年より導入している。食味や収量は圃場ご

とにデータを把握している。いずれトラクターについては無人化されるだろうと

思うが問題は値段だ。米の増収はスマート農業的なこととは関係ないと思う。長

年土づくりに神経を注いできた結果だ。 

 

【県立大学／金田学部長】毎年種苗交換会へ学生と参加しているが、各メーカーが

無人のトラクター等を展示している。価格はとても高く簡単に購入できるもので

はないと学生と話してきたところ。コストは今後どのようになるのか。  

 
《県立大学／津田教授》台数が出れば値段が下がる可能性がある

が、精度を保つためのＧＰＳは非常にコストが掛かりセットで

大体３００万円ほど。いろんな機械に簡単に付け替えし利用で

きれば全体としてコストが下がる。そのあたりがこれからやら

なければいけないことと思う。 

 

〔佐藤ファーム／佐藤雄樹〕食味計付コンバインや圃場管理システムを使っている

が、メーカーは買わせてから儲けようとしようとしているのか、毎年整備が必要

だとかせっかく購入したのにどんどん話がくる。機械メーカーも儲けに走ってい

るなと感じる。 

 

〔大和農園／大塚和浩〕人件費が４割ほどかかっているので削減を目的したものを

導入したい。無人トラクターは圃場の面積が狭いため馴染まないと感じる。圃場

が砂丘地であるので自動走行に影響があるのではないか。 

 

【県立大学／金田学部長】本荘キャンパスは工学系で秋田・大潟キャンパスの生物

系の先生方と一緒にと考えているが、なかなか具体的なテーマや事例が出てこな

い。現場から見てここを改善してくれたらありがたいなということはあるか。  

 
〔種沢ファーム／伊藤満〕昨年２００坪のビニールハウスを作りライスセンターか

ら出る籾殻を処理するためのボイラーが開発され、その熱源を利用してハウス栽
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培ができないものかということでトマトを栽培した。温度・養液管理が自動化さ

れている。採算ベースで考えるとどのくらいなのかまだわからない。これからの

スマート農業というのは人がいらないとつくづく感じた。  

 

〔正直農園／柴田正貴〕トラクターもだがドローンの導入が一番可能性あると感じ

る。水稲に活用している方が多いようだが野菜に活用したいが、農薬が追いつい

ていない状況であり早急に対応出来れば明日にでも購入したい。 

 

〔須田商事／須田ミヱ子〕管理圃場が遠方のため電波が届くのか等疑問視するべき

点が今のところ多いと感じるが、設備投資の一つでありきちんと出来るものであ

ればすぐにでも導入したい。 

 

【県立大学／金田学部長】最近、農業試験場では遠隔地の水管理を自動化するとい

うのをやっているようだが、水管理システムについて何か情報はあるか。 

 
《県立大学／西村教授》水管理システムのプロジェクトは５つくらいある、大潟村

や湯沢市でもやっているようだ。水管理は水位、水田の水量等自動でバルブを開

閉するようなものまで試験されている。すべての圃場となると相当な金額になり

大きなネックとなる。データを遠隔地で見るのは低コストで出来そうだが、セン

サー等の導入となるとコストがかさむのでどう解決していくか。 

 

〔共栄物産〕ものを売る側の立場で農機は専門外だが、遠隔操作やハウス内の管理

を手掛けなければならないと思う。先ほども話が出たが売り手先行となっては本

末転倒である。 

 

【県立大学／金田学部長】ドローンでの生育診断はデータを取って、追肥するとか

の判断は最終的には人間が行う。スマート農業はツールとしてはいいが、最終的

には稲や土を判断できる人が必要だ。現場の人の能力をいかに伸ばしていくのか

も一体となってやる必要がある。北鷹ファームさんはスマート農業の在り方につ

いて何かあるか。  

 
〔北鷹ファーム／藤嶋健一〕どんどん面積も増えるし若い人に来てもらうためにも

用意しなければならないと思い、ドローンを購入し活用している。若い人が農業

に入ってこられるような環境を作る必要もあり散布等に活用し効率的にやって

いる。大きな圃場の中に人が入っての作業は難しいため、ドローンを活用すると

その点をクリアできるため効果があると実感じている。ドローンに関する規制が

実際の圃場環境等にあってないため早急に法の整備が必要だ。  

 

〔樽見内営農組合／渡部一男〕私自身は導入していないが、周りの方はドローン導

入で若い社員が朝早く出勤するようになったようだ。若い人が農業に魅力を感じ
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てもらうにはスマート農業の導入は必要だが、土づくり等の農業の基本をどう伝

えていくかも考えるべきだ。 

 

〔アグリ川田／川田将平〕アグリノートを活用し栽培履歴を蓄積している。協力と

いう形で水田センサーも導入している。水田センサーは全圃場または一区画全部

に導入しないと効果があるのかないか判断できない。コストがかかることなので、

今後安くなれば導入したい。 

 

〔米道ふたつい／桜田善仁〕水田センサーとアグリノートに加え全農のＺ－ＧＩＳ

の３つを導入している。水田センサーは水の便の悪い圃場に使用している。とて

も便利で、携帯端末で情報がグラフで確認でき状況を確認してから圃場に行くこ

とができる。水田センサーは必要性のある圃場への設置で十分だ。アグリノート

は圃場管理データの入力にもの足りなさを感じている。Ｚ－ＧＩＳは初期設定が

非常に大変でビッグデータの使い方が足りない。農地ナビを活用した設定方法が

できれば非常にいいしアプリ性能や操作性向上の余地もある。 

 

〔中仙さくらファーム／田村誠市〕ドローンは試験的に活用し非常に便利なもので

あると実感した。コスト面で考えることがある。 

 

【県立大学／金田学部長】ここまでを整理するといろいろな法人でドローンを活用

している実態がわかり、これからの若い農業者もドローンのような技術は魅力的

であるということ。また、便利なものと実際の圃場や作物を見る目は両方やるこ

とが共通点と感じた。これからは情報を消費者サイドまで拡大し農業の現場で行

われていることをどう発信、伝えるかが大事だと感じているが、なかなか農業の

現状が消費者まで伝わっていない気がする。西村教授は先ほど、いろいろ情報を

消費者サイドまで拡大していくとあったが何か展望はあるか。  

 

《県立大学／西村教授》作物が消費者の手元に届くまで多くの過程がある。生産情

報として肥料や農薬等の使用情報がどの業者を通しても消費者が得ることができ

るような仕組みを作ろうと国でプロジェクトを仕組もうとしている。ただ、業者

が自分のところのデータとして囲い込んでいる現状があり、なかなか難しく実際

にどういう形で進めようか悩ましい。 

 

〔藤岡農産／藤岡茂憲〕以前は、田んぼにライブカメラを設置し田んぼの状況を発

信、お客さんが状況を確認できるようにしていたがいたずら多く２、３年前にや

めた。お客さんが一番安心するのは使用した肥料や農薬名ではなく、それよりも

今どういうことをやっているかどのくらいで収穫し手元に届くのかいうこと。お

客さんは出来上がるまでの物語が欲しいのだ。このような情報を発信すべきでど

んどん取り組むべきだ。 
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《県立大学／藤教授》若い農家の方がインスタグラムで今日の作業内容等アップし

ているが、既読数が１００、２００と閲覧者がいる。この人たちが消費者だと思

う。例えばこれから枝豆出荷ですとアップすると数日後には

自分のところに届くのが楽しみになる。それが綺麗な画像と

かで見ることができ、若い人たちは好んで見ている。この年

代が親になった時こういうものを食べさせたいとなるのでは

ないか。このようなケースは最近多くなってきており今がチ

ャンスだ。自分の田んぼがこんな感じですよと撮るのが楽しくなる、結果田んぼ

や土づくりを見るようになるので、積極的に取り入れるべきではないか。 

 

《県立大学大学院生》私もインスタグラム等での投稿からの広がりを実感している。

（アルバイト先の投稿から酒を購入、自分が感想を投稿、親が

見て購入というような繋がり）このような売り方が増えればい

いと思う。 

 

 

《県立大学学生》今は農業系のユーチューバーもいるし様々な

ツールを使って発信することができるので、その発信力をい

かにして使うかがカギを握るのではないか。 

 

〔藤岡農産／藤岡茂憲〕首都圏や海外の方から雪が降りましたねというようなメー

ルが突然くることがあり、地元の風景や田んぼをネットで見て感じているようだ。

こんな方は小さい時に田舎の米や野菜を食べているので同じものを買っても味覚

に対する思いが全然違う。そこを上手く利用した取り組みが重要だ。 

 

【県立大学／金田学部長】情報のスマート化というべきか非常に大事だなと思うが、

津田教授は何かあるか。 

 
《県立大学／津田教授》消費者に個々で繋がるのではなく、スーパーや卸等付加価

値つけて売っていく必要があるが、商社等がすでに手掛けているところだ。産地

でもやらなければ今後付加価値が付きづらくなる。流通面での情報発信や製品戦

略の中でできないものか、個々の農業者ではできないので農協でできないものか。 

 
【県立大学／金田学部長】スマートという言葉は単に農業技術ではなくて消費も含

めて全てに生かせると思うし、生かさなければならないことが共通事項と思う。

気になったことがあるが、情報の共有化も非常に大事であるので、鎌田本部長か

ら大学の取組についてお願いします。  

 

《県立大学／鎌田本部長》スマート農業に関しては農工連携で本荘キャンパスが工

学系、秋田と大潟キャンパスが農学系。日本の大学が持っている中で一番大きい
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圃場を生かして、農工連携いわゆるスマート農業を生かす取り組みを進めたい。

工学系の教員が自分の技術の出口として、新しい分野（農業）に興味を持ちだし

た。農学系の教員は自分の持っている技術を生かすためＩＣＴ

技術を応用しいかにデータをとるかなどで連携をし始めた。研

究成果が皆さんのところに届くにはもう少し時間がかかるが、

スマート農業関連の研究はいくつも生まれている。我々は最終

的に次世代農工連携拠点センター、要するにスマート農業の研

究開発、実践や人材育成等の拠点を作り上げていきたい。  

 
〔正八／宮川正和〕昨年、自動操舵やアシストスーツ等を活用した。自動操舵はそ

れなりに効果を感じたがアシストスーツは費用体効果を考えると導入には早いと

感じた。スマート農業には圃場整備等を含めたいろんな要素が絡んでくるので、

今後の農業には必要不可欠だが今はそれぞれの経営にあったものを取り入れてい

く段階だ。スマート農業の普及には個々のニーズをどれだけ捉えることができる

かがカギを握り、これから役に立ってくるだろう。  

 
【県立大学／金田学部長】今後、スマート農業を現場の役に立たせなければならな

いと思う。先ほどアメリカの農民はスマート農機を使えば使うほど、自前で修理

ができないようになっており修理代がかさむということを話したがそうしてはい

けない。最終的に人間がスマート農業で出てきたデータを解析することになり、

そのデータが正しいかの判断をするのは人間で、その判断力をどうやって作るの

か。今日の議論でスマート農業というのは欠かせないツールであるが、それを判

断する人間力、人間の力をどうやって同時に高めていくのかが大事だと感じた。  

多分皆様も同じように感じとったと思うが、いろんな意見を出しながら今後も

法人協会と連携を深めながら進めていきたい。 
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【法人協会／宮川会長】金田先生ご苦労様でした。感謝申し上げます。県立大学の

先生方、大変ありがとうございます。午前中から３つのサブテーマで話し合って

きたが、情報提供をいただいた関係機関・団体の皆さん、座長の皆さんありがと

うございます。会員の皆さんも大いに議論いただきご苦労様です。  

本日議論いただいた内容は記録集として取りまとめて皆さんへお渡しいたしま

す。また、日本農業法人協会の政策提言へ反映していきます。  

以上で、意見交換は終わります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

《31.3.1 秋田県農業法人協会事務局まとめ》 


